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本商品は、シンクの下にもぐらずにカウンターの上から水栓を取り付けられます。取り付けできるカウンターの穴径は φ35～φ39 です。
商品の機能が十分に発揮されるように、この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。
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水栓タイプの確認

部品の確認

THK30型上面施工用アダプター

施工説明書
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施工手順

施工説明書

1-1 上面施工用アダプターの取り付け
上面施工用アダプター施工上の注意点

●上面施工用アダプターは、正しく取り付けて ください。
　カウンター内への水漏れや、水栓本体の固定強度が低下して本体にガタが
　発生するなど、不具合の原因となります。
●ステンレス製カウンターで補強板がない場合は 固めの補強板（合板など）
　を取り付けてください。
●補強板が 十分乾燥した状態で取り付けて ください。
●補強板に湿り気がある場合は水気をふき取り ドライヤーで乾かして くださ
　い。
●取付面に 養生シート などがあれば取り除いてください。

●取付可能なカウンター穴径は φ35～φ39 です。

挿入

固定金具

①ボルト・座金（2本）を外して固定金具
　を取付穴に挿入する。

水栓のタイプにより、上面施工用アダプターの取り付け向きが異なります。
下表を参考のうえ、取り付け向きを確認してください。

仮止め
工具

水栓本体
固定ねじ

水栓本体
固定ねじ

（TKN34PBT型用）上面施工用
アダプター



要
重

1-2

引き上げる
引き上げ
部材

固定金具

②上面施工用アダプターの方向を合わせ、
　固定金具が当たるまで引き上げ部材を
　引き上げる。

ぐい
  ぐい 回らなくな

るまで締め
付けてくだ
　さい。

強く締める

レンチは
 縦 に

ギュ～ッ

さらに締める

③引き上げ部材を引き上げたまま、ボルト・
　座金（2本）を手締めで仮固定する。

④引き上げ部材を戻し、上面施工用アダプ
　ターを 下図の方向（ボルト側）に
　当たるまで ずらす。

注 意
左右のボルトがどちらも回らな
くなるまで締め付けてください。

注 意
上面施工用アダプターの方向に十分
に注意してください。

⑥さらに六角棒レンチを横にして
　ボルトを １回転増締めして 
　確実に固定する。

ボルト

ボルト

ずらす

ずらす

ずらす

ボルト側に当たるまでずらす
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2 水栓本体の取り付け

注 意
水栓本体に浮きがないよう注意してください。

②水栓本体固定ねじを仮止め工具で
　仮固定する。
③六角棒レンチを使用して水栓本体
　固定ねじを確実に固定する。
④穴にキャップを押し込む。

水栓本体
固定ねじ

しっかり
差し込む

水栓本体

上面施工用
アダプター

穴

キャップ仮止め工具

さらに
締める

引き上げ部材

ボルト
座金

⑤ ボルトに六角棒レンチを
縦に差し込み 左右交互に 
強く締め付ける。

レンチは
 横 に

1回転程度
回す
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ホース挿入位置
ノーマルタイプ
TKGG型

後ろ側

正面

ノーマルタイプ
TKS型

注 意
80ｍｍ以上のレンチを使用しないでください。
（ねじ部が破損するおそれがあります）

①水栓本体の後ろ側と上面施工用
　アダプターの後ろ側をあわせるよ
　うにしっかり差し込む。
　※下図　　　　　　　　　　参照ホース挿入位置
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